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【提出日】平成22年6月25日(2010.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
瘢痕の予防、軽減、又は抑制のために用いられる薬剤であって、治療に効果的な量のＷＮ
Ｔ５Ａ、又は治療に効果的なその断片若しくはその誘導体から成る薬剤。
 
【請求項２】
請求項１に記載の薬剤において、
　皮膚、眼、血管、末梢神経系又は中枢神経系；腱、靱帯又は筋肉；口腔、唇及び口蓋；
肝臓；心臓；脳；消化組織；生殖組織；腹腔；骨盤腔及び胸腔から成る群から選択される
組織における瘢痕の予防、軽減、又は抑制のために用いられる薬剤。
 
【請求項３】
請求項１に記載の薬剤において、
　腹部、骨盤若しくは脊椎、又は腱に発生するような癒着の予防、軽減、又は抑制のため
に用いられる薬剤。
 
【請求項４】
線維性疾患の予防及び／又は治療のために用いられる薬剤であって、治療に効果的な量の
ＷＮＴ５Ａ、又は治療に効果的なその断片若しくはその誘導体から成る薬剤。
 
【請求項５】
請求項４に記載の薬剤において、
　皮膚線維症；強皮症；進行性全身性線維症；肺線維症；筋線維症；腎臓線維症；糸球体
硬化症；糸球体腎炎；子宮線維症；腎線維症；肝硬変；肝線維症；腹部、骨盤、又は脊椎
にて発生するような癒着；慢性閉塞性肺疾患；心筋梗塞を引き起こすような線維症；脳卒
中を引き起こすような中枢神経系線維症；アルツハイマー病又は多発性硬化症のような神
経変性疾患に関連する線維症；増殖性硝子体網膜症（ＰＶＲ）；再狭窄；子宮内膜症；虚
血性疾患及び放射線線維症から成る群から選択される線維性疾患の予防及び／又は治療の
ために用いられる薬剤。
 
【請求項６】
請求項１～請求項５のいずれかに記載の薬剤において、
ＷＮＴ５Ａ、又は治療に効果的なその断片若しくはその誘導体を含んで成る注射剤である
薬剤。
 
【請求項７】
請求項１～請求項６のいずれかに記載の薬剤において、
ＷＮＴ５Ａ、又は治療に効果的なその断片若しくはその誘導体を含んで成る局所用薬剤で
ある薬剤。
 
【請求項８】
請求項１～請求項７のいずれかに記載の薬剤において、
配列番号Ｎｏ．１のＷＮＴ５Ａを含んで成る薬剤。
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【請求項９】
請求項１～請求項８のいずれかに記載の薬剤において、
組換え型のＷＮＴ５Ａを含んで成る薬剤。
 
【請求項１０】
請求項１～請求項９のいずれかに記載の薬剤において、
治療上の活性を有するＷＮＴ５Ａの断片が、ＷＮＴ５Ａのパルミトイル化された断片を含
んで成る薬剤。
 
【請求項１１】
請求項１～請求項１０のいずれかに記載の薬剤において、
治療上の活性を有するＷＮＴ５Ａの誘導体又はその断片が、ペプトイド誘導体である薬剤
。
 
【請求項１２】
請求項８に記載の薬剤において、
創傷の長さ１ｃｍ当たり、又は創傷若しくは線維性疾患の１ｃｍ２当たり２０００ｎｇの
ＷＮＴ５Ａが２４時間にわたって投与される薬剤。
 
【請求項１３】
請求項１～請求項１２のいずれかに記載の薬剤において、
創傷の長さ１ｃｍ当たり、又は創傷若しくは線維性疾患の１ｃｍ２当たり０．２ｎｇより
多量のＷＮＴ５Ａが２４時間にわたって投与される薬剤。
 
【請求項１４】
請求項１に記載の薬剤において、
ＷＮＴ５Ａ、又は治療に効果的なその断片若しくはその誘導体から成り、創傷の長さ１ｃ
ｍ当たり０．０１から３５ピコモルの範囲のＷＮＴ５Ａ、又はその断片若しくはその誘導
体が投与される薬剤。
 
【請求項１５】
請求項４に記載の薬剤において、
ＷＮＴ５Ａ、又は治療に効果的なその断片若しくはその誘導体から成り、線維性疾患に関
連する線維症の１ｃｍ２当たり０．０１から３５ピコモルの範囲のＷＮＴ５Ａ、又はその
断片若しくはその誘導体が投与される薬剤。
      
【請求項１６】
ＷＮＴ５Ａ、又は治療に効果的なその断片若しくはその誘導体から成り、瘢痕の予防、軽
減、又は抑制のために使用される薬剤であって、創傷の形成前には、治療に効果的な量の
ＷＮＴ５Ａ、又はその断片若しくはその誘導体が投与され、創傷の形成後には、さらに治
療に効果的な量のＷＮＴ５Ａ、又は治療に効果的なその断片若しくはその誘導体が投与さ
れる薬剤。
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